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日本の近代化におけるレース産業
　　　
―東京府レース製造教場と上越地方レース産業
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レースはヨーロッパの古い伝統に育まれ、 「織物の貴族」とまで言
われた高価な織物であるが、日本での受容は、いつ、どのように行われたのであろう。これまでの研究では、明治四～五年頃に国内で製造されるようになり、明治二十四年頃には輸出が開始されたことが述べられているが、具体的 解明はなされていないようである。明治初年から、西欧諸国との交流を通じて西欧式に服装が制度化され、宮中改革に伴っ は皇后をはじめとする婦人洋装の服制も定めら たその頃、レースは「縁
レ
飾ー
りス
」と記されたように、おそらく婦人礼装の襟元
や袖口、ハンカチの装飾として用いられ ようになったと考える。　
本研究は、近代化にみるレース産業の歴史と意義について解明し
てゆくことを目的とし、今回 主に東京府レース製造教場と、研究の動機である新潟県上越地方におけ バテン・ に る地域産業を取り上げた。今日に伝わる史料と新聞記事の調査 聞き取り調査によって、それぞれの実態解明を試みたものである。　
第一章では、東京府管轄の「東京府レース製造教場」が明治十三
年に国の事 として創設さ 、閉鎖に至 十二年間 ついての調査内容を精査した。本レース製造教場が欧化政策と密接であったことは伊藤博文や山川捨松からのレース注文文書からも明らか 。次第に困窮する士族を救済する士族授産事業としても運営されてい
ことも窺えた。また、レース作品の図案、実物と思われる写真、教場概則、外国人教師の雇用 段階的に習得する各種技法、海外博覧会出展品の表彰等の内容から、本レース教場の実態について考察した。　
第二章では上越地方で現在まで受け継がれてきたバテン・レース
の生産について 文献資料を基に聞き取り調査を行い生産が始められた背景や技法的特性を整理し さらに東京府レース製造教場の資料の中に、バテン・レースの様式に酷似する図案を見出したことから、手工レースが工業的な生産へと推移する過程や、バテン・レース命名以前のレースの名称について 考察した。　
結果、東京府レース製造教場での具体的な取り組み、例えば桜や
鳳凰などの日本的な図案が見られることからも国産 力を入れていたことが窺え、 「…終には我国女子工芸 一大特技一大特産と成 将来多額の輸出と為すは期して待べし」と、女性の自活への道を開き、いかに 大な国益を得ることが求められた事業であったかが明らとなった。後のレース製造業にも大きな影響を与えたも と思われる。またバテン・レース製造が東京・横浜 ど 都市から地方に伝播し、上越地方 伝えられた の考察に至っ 。発展過程は初期段階までの整理に留まっ が、バテン・レース生産業が地にどれほど根強く受け継がれてきたか 聞き取り調査を通して実感した。国の事業や地方に普及した 、近代日本の繁栄を担う大きな産業へと成長することが期待されていたと推察した。
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